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東海大学と交流提携30周年



湘南キャンパス11号館からは、3号館、2号館、1号館と並ぶ校舎の先に富士山が見えます。

東海大学と平塚市が交流提携30周年を迎えた本年度、九つの記念事業を計画しています。

詳しくは特集ページへ。
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東海大学と平塚市が交流提携を始めて30年。山田清志・東海大学学長と落合克宏市長が対談で30年を振り返り、豊かな地域の創造に向けて今後の交流を語り合いました。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797
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落合市長　30年という長きに渡って、交流を深めていただき、改めて感謝申し上げます。　印象に残っているのは、正月の風物詩となった箱根駅伝での力走です。市内に平塚中継所があり、私も毎年、市民と一緒に応援しています。野球や柔道も強く、さらなる活躍を期待しています。

　最近では、ソーラーカーチームが世界の大会で優勝しています。昨年の10月には「湘南ひらつかテクノフェア」で展示し、世界レベルの技術を市民に見せてもらいました。

　また芸術面では、吹奏楽研究会が全日本吹奏楽コンクールで、3年連続金賞を受賞されています。その素晴らしい音色で昨年8月の市議会議場オープニングセレモニーに華を添えてもらい、うれしく思います。

山田学長　これからは、市長がお話しした活動だけではなく、まだ市民の皆さんが知らない東海大学を広く伝えていきたいと思います。

　平塚市には美術館や博物館がありますが、東海大学にも多くの美術品、文化財があります。市民が大学に訪れて、美術品などに気付いてもらえる環境づくりに、取り組んでいきたいと思います。

　また、平成22年度に観光学部を新たに設置しました。平塚市の観光資源の魅力を伝える、お手伝いができたのではないでしょうか。

　また、もう一つ大きな変化として、平成25年度に文部科学省の「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」に「ToCollabo（トコラボ）プログラム」が採択されました。地域特有の課題などを教職員と学生が協力して解決に取り組むこのプログラムは、一つの条件として、大学が所在する自治体と連携して、事業を進めていくことでした。

　その意味では、平塚市の協力なしでは事業の発展はなかったもしれません。

落合　平塚市では、学生に協力してもらい、プロモーションビデオを作成し、YouTubeなどで配信しています。映像を拝見すると、平塚市への若者の視点が分かって、うれしくなりました。ほかにも緑化まつりなど、地域の行事に参加してもらいました。今後も平塚市を利用してもらえればと思います。
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市民に開かれた大学を目指す山田清志学長
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議場で演奏する吹奏楽研究会



キャンパスをさらに開放　山田学長


落合　郊外型のキャンパスの先駆けとして、湘南キャンパスを昭和38年に平塚市に開設されました。平成26 年度に市の景観重要樹木として指定したケヤキ並木があり、散歩もできます。市民に親しまれる大学だと思います。

山田　湘南キャンパスは、豊富な土地と自然の調和を考えてスタートしました。お褒めいただいたケヤキも、当時は細い木でしたが、50年の歳月を経て、市民に愛していただける立派な並木になりました。

　米国にはキャンパスタウンというものがあり、大学を中心に産業や文化など、地域の付加価値を大学がつくっていきます。東海大学も地域の中心としてまちづくりに貢献したいと考えています。

　その一環として、市民の皆さんにも図書館の利用や市民向け講座を聴講していただいています。しかし、まだ十分にキャンパスをオープンにできていないことは反省点です。

　東海大学には健康科学部や医学部、体育学部など、健康増進に関連した学部が複数あります。『東海大学を利用すれば健康に良い』と市民に親しみを持ってもらえるような大学を目指したいです。

　また、湘南キャンパスは、郊外にあるので、アクセスがまだ不十分です。

　行政の力を借りながら、キャンパスを開放していきたいと思っています。

落合　東海大学では、語学や文学などの公開講座を開催されており、大人から子どもまで、幅広い世代に施設、教職員、学生を開放してもらっています。また、学生が主体となるチャレンジプロジェクトでは市内の小学校に出向いて理科実験をするなど、地域に出て活動していると聞いています。

　平成24年度から中学校で武道が必修科目となり、市内中学校の教職員に指導していただきました。教育相互のつながりもあり、今後も質の高い取り組みをしていきたいと思います。

山田　学生がキャンパスの中だけでなく、地域も学びの場にしていけるように、自治体と緊密な連携関係を築くことは、大学としても大事なことだと思います。「地方創生」が叫ばれる今、大学として何ができるのか。答えの一つに健康で活動的なシニアの方に学びの場を提供することが挙げられます。老後は平塚市に移住してもらえるまちづくりの手助けができれば、と考えています。




地域の付加価値を支える 山田学長


山田　平塚市や東海大学に魅力を感じている人を一人でも多く呼び込むことが、今後の大きな課題です。快適な居住空間としての平塚市を、裏で支える大学になるといい。全国的にもそういった大学はないと思います。

　地域の付加価値を大学の学識や経験が支えるような関係をつくっていく。それが、「地（知）の拠点整備事業」のゴールであり、地方創生につながると感じています。

落合　独自の魅力あるまちづくりを進めることが、私たちの責任だと思います。ただの良いまちではなく、選ばれるまちにならなくてはならない。東海大学の技術や知識は平塚市の大きな魅力の一つで、まちづくりへの協力をお願いします。

　例えば、平塚市は産業分野で高い技術を持つ企業が多く、生活支援ロボットの実用化や普及を促進する地域「さがみロボット産業特区」に選ばれています。技術を生かしたまちづくりを進めていく上で、東海大学の教職員の知識や学生の柔軟な発想をお借りして新たな取り組みにつなげていければと考えています。また、学生にはボランティアなど地域の活動に積極的に参加してもらいたいと思います。活動を通して、平塚市の良さを体感し、将来は平塚市に定住してもらえれば私たちの目標にもなります。

　平成32年に東京オリンピックが控えており、平塚市も事前キャンプ地として、誘致を考えています。東海大学が持つ技術、知識をお借りしたいと思います。

　東海大学は平塚市にとってなくてはならない存在です。よりつながりを深め、それぞれが発展できる取り組みをしていきたいと思います。
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大学の技術が必要と話す落合克宏師匠



七夕や福祉に東海大の力 落合市長


落合　30周年記念事業としては、この対談を含め、九つの事業を計画しています（詳しくは後記の「30周年記念事業を紹介」）。

　今年は東海大学と平塚市の交流提携30年であるばかりでなく、湘南ひらつか七夕まつりが65周年という節目の年です。東海大学チアリーディング部のパフォーマンスで、華を添えてもらい、にぎわいのある七夕まつりになることを期待しております。

　また、東海大学を会場とした柔道教室を「スポーツ体験教室」として開催します。

　そのほかにも、市役所本館で障がい者団体が弁当などを販売している福祉ショップなどで使用するロゴを、芸術学科の学生さんに作成していただきます。福祉ショップをはじめとして、障がいのある方の活躍の場が広がっていくことを期待します。

山田　記念事業一つ一つが魅力のあるものなので全て成功に導きたいと思います。

　30年間、平塚市と協定を育んできたことこそ、30年の成果だと私は考えています。

　今回の30周年記念事業にとどまらず、これまでと同様、継続して事業をすることで、平塚市とともに歩む本学の姿勢を持ち続けたいと思います。
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本年度は30周年を記念して、学長・市長対談のほかにも八つの事業を実施します。




①海洋学部博物館バスツアー

　東海大学海洋学部博物館（静岡県静岡市清水区三保2389）の海洋科学博物館や自然史博物館などを学芸員の説明を聞きながら見学します。

海洋科学博物館　1階の水族館、2階の科学博物館・機械水族館などを見学し、海の科学を学びます。

　1階水族館には、深さ6メートル、奥行き・幅10メートルある海洋水槽があり、エイやサメなどが泳いでいます。

自然史博物館　恐竜がいた時代や富士山などの自然を学びます。体長26メートルのディプロドクスや体長7メートルのトリケラトプスなど恐竜やマンモスの全身骨格（複製・次下写真）、アンモナイトなどの化石に触れることができます。

　7月22日（水）午前7時20分～午後6時。中央公民館集合・解散。市内在学の小学校5・6年生40 人（抽選）。600円。

募：必要事項・生年月日・学年を、電話・はがき・ファクス・メールまたは直接、6月30日（火）までに、中央公民館　電話：0463-34-2111　FAX：35-2537 メール：chuo-k@へ。
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サメなどが泳ぎ回る海洋学部博物館の海洋水槽



[image: マンモスの全身骨格]



②七夕まつりで演技

　湘南ひらつか七夕まつりの特設ステージで、チアリーディング部（次写真）が演技をします。

　7月4日（土）午後2時～2時30分。見附台ステージ。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107

[image: チアリーディング部]




③芸術体験教室

　平塚産農産物PRキャラクター「ベジ太」と平塚の漁業PRキャラクター「ひらつかタマ三郎」が、「TOKAIおひろめ芸術祭」と協働してブースを出展します。子どもから大人までが楽しめるワークショップや平塚の食材を使っておもてなしをします。

　9月26日（土）午前11時～午後3時。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。

問：農水産課　電話：0463-35-8103




④スポーツ体験教室

　東海大学在学中に多くの大会で優勝するなどし、現在も世界を舞台に活躍する羽賀龍之介さんをはじめ、柔道部OBや現役の部員が指導します。

　10月17日（土）午後1時30分～4時30分。東海大学武道館。市内在住・在学の中学生。問：スポーツ課　電話：0463-31-3060


[image: 東海大学武道館]

湘南キャンパスにある東海大学武道館




⑤建学祭で市名産品を販売

　東海大学の学園祭「建学祭」で平塚市の名産品・特産品などを販売します。

　11月1日（日）～3日（祝）。東海大学湘南キャンパス。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758




⑥展示会

　東海大学が所有している書物などを展示します。

　平成28年1月上旬。美術館アートギャラリー。

問：美術館　電話：0463-35-2111




⑦障がい者理解のロゴマーク

　障がい者が製作した商品をPRするため、ラベルなどに使用するロゴマークを芸術学科の学生と共同で作ります。市役所本館1階の福祉ショップ「ありがとう」などで使用します。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




⑧30周年記念映像

　広報メディア学科などの学生が、記念事業の映像を作成します。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797







応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、6月22日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


教育委員会の嘱託員


　給食調理2人。採用予定は9月1日以降。勤務は週5日、午前8時30分～午後3時15分。月額賃金は16万1700円。雇用期間は平成28年3月31日まで。1次試験は平成27年7月11日（土）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブにある受験申込書を、本人が直接、7月7日（火）までの平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。




個人情報保護運営審議会の委員


　任期は9月1日から2年間。次の条件を全て満たす方1人（選考）①市内に1年以上在住で9月1日現在、高校生を除く18～75歳②平日に年4～6回程度開く会議に出席できる③過去に同審議会の委員でない④市のほかの付属機関などの委員でない、など。

募：本館5階市政情報コーナーや市ウェブ、公民館などにある応募用紙を、郵送・ファクスまたは直接、7月17日（金）までに、本館5階の市民情報・相談課　電話：0463-21-8764　FAX：21-9601へ。




湘南海岸公園プール出店者


　7月25日（ 土）～8月23日（日）に、湘南海岸公園プール（高浜台32-1）の売店で飲食物や浮輪などを販売します。酒類や売店内で調理するものは販売できません。

　市内に1年以上在住し、売店と同じ業務を1年以上営み、市税の滞納がない方1店舗（抽選）。5万円。

募：6月22日（ 月）～26日（金）、午前9時～午後5時に本館6階のみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852で配る申込書・誓約書に、住民票の写し・営業証明書の写し・市税完納証明書を添えて、直接、26日午後5時までに、同課へ。




放課後児童クラブの職員


　放課後に小学生と一緒に過ごします。募集中のクラブや勤務条件など、詳しくは市ウェブをご覧ください。

募：青少年課　電話：0463-32-7029




おもしろ音楽講座


　ベートーベンの交響曲第9番の合唱などを学びます。

　7月22日～8月21日の水・金曜日、全10回、午前9時30分～11時30分。市民センター。小学生以上の方50人（先着順）。大人1000円・高校生以下500円。楽譜代500円。

募：電話で、6月19日（金）午前10時から、まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。




音楽のおくりもの出演者


　旧横浜ゴム平塚製造所記念館で演奏しませんか。

　10月17日（土）・18日（日）、午前10時～午後6時。各8組（抽選）。

募：豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522 メール：k-shakai@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、7月1日（水）～24日（金）に、同課へ。




新聞紙で花作り教室


　7月17日（金）午後1時～3時30分。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。10人（先着順）。カラー刷りの新聞紙・ラジオペンチ・筆記用具。100円。

募：電話で、リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ







お知らせ


津波防災講演会


　新しい津波浸水想定について、県の職員が話します。

　6月28日（日）午後1時30分～3時。花水小学校（龍城ケ丘5-62）。500人（当日先着順）。室内履き・靴を入れる袋。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



転入者アンケート調査


　平成26年に、市外から転入した方の中から、1000人を無作為に抽出して調査票を送ります。同封の返送用封筒で7月3日（金）までに返送してください。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760




情報公開制度などの平成26年度の実施状況


情報公開制度　市が持っている行政情報を知るための制度です。本館5階の市政情報コーナーで、行政資料が閲覧できます。

　行政文書の公開請求116件（公開49件、一部公開43件、拒否・文書不存在10件、その他14件）。公開決定に伴う不服申し立て1件。公開した審議会などの会議259回。

個人情報保護制度　個人情報の取り扱いから生じる個人の権利・利益の侵害を防止する制度です。

　保有個人情報の開示などの請求24件（開示17件、一部開示6件、拒否・文書不存在0件、その他1件）。開示などの決定に伴う不服申し立て0件。個人情報保護運営審議会への諮問3件（全て承認）。個人情報取り扱い事務の登録数842件（3月31日現在）。職員・嘱託員試験の簡易開示請求11件。個人情報漏えい事故など6件。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




市内の企業を支援します


　①企業立地促進補助金　施設を整備したときや既存の設備を拡大したとき、その投資額が基準以上の場合に、固定資産税相当額の2分の1を7年間助成②中小企業設備投資促進助成　中小企業が事業拡大、新製品開発などで2000万円以上の設備投資をした場合に、300万円を限度として、設備購入額の2パーセントを助成。

　この他の助成や支援の内容・条件など、詳しくは市ウェブをご覧ください。
問：産業振興課　電話：0463-21-9758




開発許可等事務の手引きを改正


　市街化調整区域における都市計画法第34条第12号の規定による開発許可等の基準に関する条例の審査基準や、農産物の直売所の建築行為に係る運用基準などを追加記載しました。

問：開発指導課　電話：0463-21-8789




はかりの定期検査


　取引や証明に使うはかりは、2年に1度の定期検査が義務付けられています。県計量協会の検査員が、事業所や店舗を巡回します。

　10月からの予定で、今回は市南部地区が対象です。新たに定期検査を希望する場合は、商業観光課までご連絡ください。検査を計量士に直接依頼した場合は、定期検査は必要ありません。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107




教科書を展示します


　平成28年度に市内の小・中学校で使用する教科書の見本を展示します。

　6月19日（金）～7月8日（水）、午前9時～正午・午後1時～5時。県平塚合同庁舎5階の中地区教科書センター（西八幡1-3-1）。

問：教育指導課　電話：0463-35-8120




七夕まつり郷土芸能大会


　湘南座（次写真）と相模人形芝居前鳥（さきとり）座が、市内で伝承されてきた伝統芸能を紹介します。

　7月5日（日）午後1時開場。中央公民館。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124

[image: 湘南座]




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　6月21日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。




ダイオキシン類の測定結果


　平成26年度の測定結果は、全て基準値以下でした。対象は、環境事業センターごみ焼却施設（大神3230）の排出ガスと、遠藤原一般廃棄物最終処分場浸出水処理施設（土屋585）の放流水です。

問：環境施設課　電話：0463-55-0122




勤労者に生活資金を融資


　審査の結果、希望に添えないことがあります。

　市内在住・在勤の方。貸付限度額は300万円。返済期間は10年以内。育児・介護休業費（0.7パーセント）、賃金遅欠配費（1.5パーセント）、教育費（1.7パーセント）、自動車購入費・太陽光発電設備費・増改築費・冠婚葬祭費・技能習得費・医療費・出産費など（1.8パーセント）。年0.7～1.2パーセントの保証料が別途、利率に上乗せされます。

問：中央労働金庫平塚支店　電話：0463-23-2511




サロンdeWINEシンポジウム


　地域企業・住民・大学を結ぶシンポジウムです。

　6月20日（土）午後2時～5時。市民活動センター。

問：サロンdeWINE（タシロ）　電話：0463-31-7118







大雨は土砂災害に注意


　6月は「土砂災害防止月間」です。梅雨の季節は、長雨や集中豪雨によって、崖崩れや土石流などの土砂災害が発生する恐れがあります。日頃から、家の周りの急傾斜地などの危険な箇所を確認したり、避難経路を話し合ったりして、安全対策に取り組みましょう。その際には、各家庭に配布した土砂災害ハザードマップを活用してください。

　自宅周辺で異常を発見したり、危険を感じたりしたら、速やかに安全な場所へ避難し、災害対策課へご連絡ください。

　気象庁から土砂災害警戒情報が発表された場合は、ほっとメールひらつか（メール配信サービス、登録が必要です）のメール配信、湘南ケーブルネットワーク（SCN）のテロップ放送、テレビ神奈川（tvk）の自治体データ放送配信などをご確認ください。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




新庁建設工事が進行中です


　市役所本館の北側で2期工事を進めています。2期工事では、旧庁舎の解体や低層部・駐車場棟の建設、外構などの工事をします。現在は、旧庁舎の基礎部分の解体、汚染土の搬出が終わり、今後は建設残土を搬出します。

問：庁舎管理課　電話：0463-21-9608

[image: 新庁建設工事]




[image: 待ち遠しい夏休み]
　7・8月には、子ども向けのさまざまなイベントを開きます。いろいろな体験をして、夏を楽しみましょう。


夏休み勾玉（まがたま）作り教室


　粘土や石を使って、カラフルな勾玉を作ります。

　①粘土で作る勾玉コース　7月29日（水）②石で作る勾玉コース　30日（木）。

　午前9時30分～正午。埋蔵文化財調査事務所。小学生以上の方、各30人（抽選・小学生は保護者同伴）。軍手・筆記用具・布・タオル。250円。汚れてもよい服装でお越しください。

募：希望コース・必要事項・参加人数（児童・生徒は学校名と学年も）を、はがきで、7月7日（火）までに、〒259-1215寺田縄43-1埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981へ。


[image: 夏休み勾玉（まがたま）作り教室]

世界に一つの勾玉ができます



陶芸と絵手紙にチャレンジしませんか


　青少年会館。抽選（初めての方を優先）。

①親子陶芸教室　7月18日～8月8日の土曜日、全3回、午前10時～正午。市内在住の小・中学生と保護者60人。1人1000円。汚れてもよい服装でお越しください。

②親子絵手紙教室　7月25日（土）午後2時～4時。市内在住の小学生と保護者30人。絵の具セット・野菜や果物、おもちゃなど絵手紙に書きたい物・筆記用具。

募：教室名・参加者全員の必要事項・子どもの学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールで、①6月28日（日）②7月12日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




文化財写生コンクール


　身近にある昔の道具や古い建物、土器などの遺物、文化公園（浅間町5-1）にあるD52型蒸気機関車を題材にした作品を募集します。中学生以下の方。四つ切りの画用紙。1人1点。

D52型蒸気機関車・博物館の文化財写生会　7月22日（水）午前9時30分～午後3時。D52型蒸気機関車周辺・博物館常設展示室。絵の具・色鉛筆・クレヨンなど（博物館は、水を使わない色鉛筆やクレヨンなど）。雨天の場合は博物館展示室だけです。

発掘調査出土品の写生会　21日（火）～24日（金）、午前9時30分～午後4時。埋蔵文化財調査事務所。絵の具・色鉛筆・クレヨンなど。

募：作品の裏に、必要事項・年齢・学校名・題名を記入し、直接、7月1日（水）～31日（金）に、豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124へ。




子ども大学ひらつか


　英語を母語とする講師から英語を学びます。

　7月30日（木）・31日（金）、全2回、午前9時30分～午後2時。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）。市内在住・在学の小学校3・4年生で2日間とも参加できる方30人（抽選）。送迎は保護者同伴で。

募：必要事項・学校名・学年・性別・保護者氏名を、はがき・ファクス・メールで、7月6日（月）までに、〒254-8686豊原町2-21社会教育課　電話：0463-35-8123　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。




夏休みこども環境教室


①里山編　里山体験、昆虫探しなどをします。8月1日（土）午前10時～午後3時。荒天の場合は2日（日）に延期。里山体験フィールド（土屋1076付近）。市内在住・在学の小・中学生と保護者。

②海編　漁船から相模湾を観察したり、ビーチクリーンなどをしたりします。6日（木）午前8時30分～正午。相模湾と平塚新港周辺。荒天中止。市内在住・在学の小・中学生と保護者30人（抽選）。

募：教室名・参加者全員の必要事項・子どもの年齢を、はがき・ファクス・メールで、①7月24日（ 金）②6月26日（金）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。




少年少女水泳大会


　個人と団体があります。

　8月9日（日）午前9時30分開会式、10 時競技開始。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。市内在住・在学の小学校3年生～中学生。

募：市内の小・中学校や〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　メール：sports@にある申込書を、郵送・メールまたは直接、6月30日（火）午後5時までに、同課へ。





東海大学とスポーツ交流


　東海大学陸上競技部から、実技指導や講義を受けてみませんか。短距離や長距離、ハードルなどの種目があります。

　7月26日（日）午前8時～午後0時30分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。市内在住・在学の中学生360人（先着順）。飲み物・着替え・室内用運動靴など。

募：市内の中学校や〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@にある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。




ちびっ子囲碁入門教室


　①7月22日～8月26日の水曜日②7月23日～8月27日の木曜日、各全5回、午前9時30分～11時30分。市民センター。囲碁を覚えたい小・中学生、各40人（先着順・初めての参加者を優先）。

募：必要事項・学年・希望コースを、はがきで、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。






終戦70年　節目の年を迎えました


市民広島派遣の参加者


　8月6日（木）に広島市で開く平和記念式典に参加します。被爆体験を聴くほか、平和施設の見学などもします。

　5日（水）～7日（金）の2泊3日。7月12日（日）に事前打ち合わせ会。8月20日（木）に事後まとめ会をします。全日程に参加できる、市内在住の小学校4年生～中学生と保護者①2人1組を6組②4人1組（児童・生徒2人と保護者2人）を2組②は2家族で4人1組でも参加できます（抽選・過去に参加したことがある方は応募できません）。

　1組①3万3,00 円②6万6,000円。

　旅行業者は日本旅行藤沢支店（観光庁長官登録旅行業第2号・藤沢市鵠沼石上1-5-4三井生命藤沢ビル4階）。

募：市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、6月29日（月）までに、本館4階の行政総務課
　電話：0463-21-9754　FAX：23-9467　メール：somu@へ。




戦没者等遺族の特別弔慰金


　戦争で亡くなった軍人・軍属のご遺族の方への特別弔慰金の請求を平成30年4月2日（月）まで受け付けます。

　戦没者が死亡した当時の遺族で、平成27年4月1日現在、戦没者らの配偶者・父母ら公務扶助や遺族年金などを受給する方がいない場合に、次の①～④の順で、一番順位が高い方1人に25万円・5年償還の記名国債を支給します。

　①4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得②戦没者らの子ども③戦没者らのⓐ父母ⓑ孫ⓒ祖父母ⓓ兄弟姉妹（戦没者らの死亡当時、生計関係があったことなどの要件で、順位が入れ替わります④戦没者らの3親等内の親族（①～③を除き戦没者らの死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた方）。

　混雑が予想されますので、事前に福祉総務課へご連絡の上、窓口までお越しください。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9862




[image: 子どもの健康7月]



　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室　妊娠8カ月以降の方とその家族

★お産の進み方と産後の過ごし方など　17日（金）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんの特徴と育児など。　25日（土）午後1時30分～3時20分。




◆乳児の個別健康診査　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）　2日・23日の木曜日、午前9時～10時30分。8日（水）午後1時～2時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆育児相談　1日・8日・15日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）　赤ちゃんの病気と育児など。15日（水）午後1時30分～3時。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

★11日（土）午前10時～11時。8～12カ児。歯みがき準備期編。

★7日（火）午前10時～11時。1歳3カ月児～1歳6カ月児。歯みがきイヤイヤ克服編。




◆離乳食教室（予約制）

離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　22 日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　7～8カ月児　10日・24日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　17日（金）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　離乳食の開始から卒業まで。18 日（土）午前10時30分～正午。5カ月児～1歳6カ月児。





健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


家族介護教室


　腰を痛めない介護の方法を学びませんか。

　7月12日（日）午後1時30分～3時30分。サンレジデンス湘南（田村2-11-5）。30人（先着順）。室内用運動靴・筆記用具。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、6月22日（月）午前9時から、サンレジデンス湘南　電話：0120-510-327へ。



元気応援ポイント説明会


　市内の介護保険施設などで、高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をするとポイントがたまります。たまったポイントは、市の名産品・農水産物加工品の詰め合わせや交付金に交換できます。

　①7月14日（火）午前10時～11時30分。西部福祉会館（公所868）②30日（木）午後2時～3時30分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。

問：平塚栗原ホーム　電話：0463-35-6060




くすの木体操教室


　音楽に合わせて楽しく体力づくりをしませんか。

　7月17日（金）午後1時30分～3時。なでしこ公民館（撫子原12-54）。飲み物・タオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: くすの木体操教室]

楽しく体を動かしましょう



運動して健康にチャレンジ


　健康に長生きするための運動教室です。

　7月29日～9月16日の水曜日、全7回、午後1時30分～3時。金田公民館（入野108-1）。市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方20人（先着順・10人に満たない場合は中止）。タオル・飲み物。動きやすい服装・靴でお越しください。

募：電話で、6月22日（月）午前9時から、平日の午前9時～午後6時に、東京アスレティッククラブ　電話：03-3383-1251へ。






健診で……と言われたら食事で下げる実践編


　保健センター。市内在住・在勤の方、各40人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。500円。

　①脂質代謝注意　7月25日（土）午前10時～午後1時②血糖値注意　27日（月）午前10時～午後1時30分。

募：教室名・開催日・必要事項・生年月日を、はがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。




腹囲マイナス教室


　7月16日～9月10日の木曜日、全6回、午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤で医師から運動制限を受けていない方25人（選考・全日程参加できる方を優先）。室内用運動靴・飲み物・タオル。1000円。運動できる服装でお越しください。

募：電話で、6月30日（火）までに、健康課　電話：0463-55-2111へ。




認知症予防教室　栄養編


　管理栄養士が講義をします。

　7月23日（木）午後1時30分～3時。本館3階304会議室。市内在住・在勤の65歳以上の方と家族50人（先着順）。筆記用具・動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。




初めて作る男の料理教室


　7月24日・31日の金曜日、全2回、午前10時～午後1時30分。大野公民館（東真土2-12-1）。市内在住・在勤の65歳以上の男性で、全て参加できる方16人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。800円。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。




認知症サポーター養成講座


　知識や対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。講義終了後に、認知症サポーターの証として、オレンジリングを差し上げます

　7月29日（水）午前10時～11時30分。平塚富士白苑（えん）（唐ケ原1）。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具・飲み物。

募：電話で、高齢者よろず相談センター富士白苑　電話：0463-61-5050へ。





福祉事業所の展示即売会


　6月25日（木）・26日（金）、午前9時～午後5時。本館1階多目的スペース。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




精神保健福祉ボランティア養成講座


　教育会館。市内在住・在勤・在学で、精神保健福祉に関わるボランティア活動を始めたい方。先着順。

　①公開講座　7月11日（土）午後1時30分～3時30分。70人②養成講座　8月8日～11月14日の毎月第2土曜日、全4回、午前10時～正午。40人。

募：電話または直接、6月22日（月）午前9時から、錦町15-17の社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。




初心者手話講習会


　簡単なあいさつや自己紹介などの手話を学び、聴覚障がいへの理解を深めます。

　7月21日～8月25日の火曜日、全5回、午前10時～正午。勤労会館。市内在住・在勤・在学の小学校4年生以上の方20人（先着順）。筆記用具。

募：電話または直接、6月22日（月）午前9時から、錦町15-17の社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。





うつ病家族教室


　精神科医や家族会などの講話があります。

　7月10日～8月7日の金曜日、全3回、午後2時～4時。本館3階303会議室。うつ病と診断され治療中の方の家族30人（先着順）。

募：電話で、平塚保健福祉事務所保健予防課　電話：0463-32-0130へ。




子どもの人権110番電話相談


　子どもの権利を守るための電話相談を6月22日（月）～28日（日）、午前8時30分～午後7時（土・日曜は午前10時～午後5時）に電話：0120-007-110で受け付けます。

問：横浜地方法務局人権擁護課　電話：045-641-7926






スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


市民総合体育大会


　8月23日・30日の日曜日。市内の各スポーツ施設①軟式野球など地区対抗種目15種目②水泳など公開種目6種目。市内在住で、住民票がある地区から出場できる方。

募：申込書を直接、7月7日（火）午後5時までに、①は各地区の体育振興会②は各種目の協会または大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



横浜DeNAベイスターズイースタン・リーグ公式戦


　①千葉ロッテマリーンズ戦。6月28日（日）午後1時試合開始②東京ヤクルトスワローズ戦。7月4日（土）午後6時試合開始。

　バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券を試合開始2時間前から同スタジアムで発売。大人1000円、小・中学生300円。市内の小学生はドリームパスポートを使って無料で観戦できます。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233








湘南ひらつか観光風景写真コンクール


　作品は10月29日（木）～11月3日（祝）に市民プラザで展示します。

　自然風景や、行事、文化財など平塚の魅力を宣伝できるカラープリントの1枚写真。キャビネ判～四つ切りワイド。合成などの加工はできません。平成26年7月23日以降に撮影した未発表作品。1人何点でも応募できます。

募：写真の裏面に題・必要事項・年齢・撮影場所・撮影年月・返却希望の有無を記入した応募票を貼り（郵送で返却を希望する場合は・住所・氏名を記入して切手を貼った返送用封筒も同封）して、郵送または直接、7月24日（金）までに、〒254-0043紅谷町18-8平塚市観光協会　電話：0463-20-5110 へ。



[image: 平成26年度　特選（夏）]

平成26年度　特選（夏）




応急手当普及員になりませんか



　勤労会館。先着順。

応急手当普及員講習会　普通救命講習の指導要領を学びます。7月15日（水）～17日（金）、全3回、午前9時～午後5時。普通救命講習を受講済みで、市内在住・在勤または、市内の防災組織などに所属している方30人。4,937 円。




応急手当普及員再講習会　普通救命講習の指導要領を再確認します。7月14日（火）午前9時～正午。応急手当普及員の資格を取得した日から3年経過する方20人。指導要領。

募：電話または直接、6月19日（金）から、消防庁舎2階の消防救急課　電話：0463-21-9729へ。






お知らせ掲示板



糸の会朗読会

　「水の手紙」「月光の夏」を朗読します。

　7月10日（金）午後1時30分～3時30分。美術館。

問：朗読糸の会の染谷　電話：0463-34-3865





Violetのゆめコンサート

　「浜辺の歌」「サンタ・ルチア」などを合唱します。

　7月12日（ 日）午後2時開演。中央公民館。

問：コールVioletの口地　電話：0463-58-7708





山野草展示会

　7月3日（金）～5日（日）、午前9時～午後5時（5日は午後3時まで）。花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）。花菜ガーデン入場料。

問：湘南山野草友の会の中瀬　電話：090-3109-3677






[image: まちの話題写真リポート]



色とりどりのポピー

[image: 動画を見る]

　相模川河川敷の花畑「馬入・光と風の花づつみ」では、5月下旬に約30万本のポピーが見頃を迎えました。

　花畑では爽やかな風が吹き、ピンクや赤のポピーが揺れていました。訪れた人は立ち止まって花を眺めたり、写真を撮ったりして、満開のポピーを楽しんでいました。

[image: ポピー]






古い布をリサイクル

　布ぞうり作り教室が5月29日、リサイクルプラザでありました。古くなったシーツやバスタオルなどの布を、手足を使って編み込みます。講師は、「布ぞうりは履き心地が良く、スリッパ代わりに履くだけで床掃除もできる」と笑顔で利点を話していました。

[image: 布ぞうり作り教室]





びわの里で新緑祭

　森の新緑祭が5月16日、土屋のびわ青少年の家でありました。時折小雨が降る中、89人が参加し、うどん作りに挑戦。竹を削り、箸やおわんなども自分たちで作りました。

[image: 森の新緑祭]





むかしの暮らしを体験

　こどもフェスタが5月6日、博物館でありました。

　むかしの暮らし体験コーナーでは、菫平から来た石川輝（ひかる）くん、千暖(ちはる)ちゃん兄妹が洗濯板を使った洗濯に挑戦。「初めてだけど楽しかった」と話していました。

　他にも古代の火起こしを体験するコーナーなどに、たくさんの子どもが参加しました。

[image: むかしの暮らし体験コーナー]





バラの香るまち

[image: 動画を見る]

　春のバラが、今年も市内各所で咲き誇りました。暖かい陽気の下、多くの人がさまざまな場所で楽しみました。


[image: バラ　パイロットコーポレーション]

①パイロットコーポレーション



[image: バラ　ホテルサンライフガーデン]

②ホテルサンライフガーデン



[image: バラ　平塚駅南口駅前広場]

③平塚駅南口駅前広場



[image: バラ　花菜（かな）ガーデン]

④花菜（かな）ガーデン




[image: 落合克宏　市長こらむ]


子育て世代を増やす意味



　6月2日、市議会定例会の所信表明で今後4年間に取り組むべき5つの施策の柱を示させていただきました。その1点目は、「子育て世代から選ばれるまち」を目指し、支援策や教育環境を充実させることです。

　「子育て世代ばかり優遇するのか」と疑問を抱く方がいらっしゃるかもしれません。しかし、まちを持続させていくには、「社会を支える働く世代」が欠かせません。

　平塚市では人口が少しずつ減る一方、高齢者の比率が増え、現在65歳以上の方の割合を示す高齢化率は25.4％と
なっています。つまり4人に1人は既に65歳以上で、10年後には28.3％になると見込まれます。加えて、高度経済成長期に建てられた多くの公共施設が老朽化し、その建て替えや維持管理なども課題となっています。

　一昨年、ある経済誌で平塚市は高齢化対応度（生活支援・予防）で全国9位、県内1位になりました。逆説的な言い方になりますが、充実した高齢者施策を続けるためにも、子育て世代を増やすことが必要なのです。

　そのため、「地方創生」の柱である安定した雇用の場の確保や、安心して出産・子育てができる環境づくりなどを進めていくことが、この4年間の私の大きな役割であると考えています。






　4月の市長選挙で市民の皆さまのご信託をいただき、再び4年間の市政運営に当たらせていただくことになりました。引き続き、平塚市のために尽力できることを誇りに思うと同時に、市民生活を守っていく使命の重さに、あらためて身の引き締まる思いでおります。

　このコラムでは、市政の動きを説明したり、まちの話題を紹介したりしていきたいと思います。それは、身近なまちへの関心を高めることが、市民と協働した行政運営を進める第一歩だと考えているからです。




[image: 東海大学のケヤキ並木]

先日訪問した東海大学ではケヤキ並木の新緑が鮮やかでした






次回納期の市税・手数料



　納付は口座振替が便利です。

①市県民税（第1期）

②国民健康保険税（第1期）

③介護保険料（第1期）

④清掃し尿従量手数料（第3期）

⑤清掃し尿定額手数料（第1期）

⑥清掃ごみ定額手数料（第1期）

　納期最終日　6月30日（火）

問：①納税課　電話：0463-21-8769
②保険年金課　電話：0463-21-8775
③介護保険課　電話：0463-21-8790
④⑤⑥循環型社会推進課　電話：0463-21-8796





がんばれ湘南ベルマーレ



前売り券
　自由席大人2,600円、小・中学生・高校生800円、シニア1,900円など。チケットは、梅屋・コンビニなどで販売します。

6月20日（土） 16：00 V